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大
阪
。
大
坂
城
下
町
跡

所
在
地
　
　
　
一　
大
阪
市
中
央
区
道
修
町

一
丁
日
、
二
　
同
区
瓦
町
二

丁
目
、
三
　
同
区
瓦
町
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
二
年

（平
４
）
九
月
を

一
九
九
三
年
二
月

一
一　
一
九
九
二
年

一
一
月
ｉ

一
九
九
三
年
二
月

〓
一　
一
九
九
三
年
二
月
ｉ
四
月

発
掘
機
関
　
　
⑫
大
阪
市
文
化
財
協
会

発
掘
担
当
者
　
一　
森
　
毅

・
豆
谷
浩
之
、
二
　
積
山
　
洋
、

〓
一　
南
　
秀
雄

遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
桃
山
時
代

ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

大
坂

。
船
場
は
、
慶
長
三
年

盆

五
九
八
）
の
大
坂
城
三
の
丸

普
請
を
契
機
に
城
下
町
と
し
て

の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
地
域
で

あ
る
。
近
年
こ
の
地
域
で
の
発

掘
調
査
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
今
回
は
、　
一
九
九
二
年
度
に
行
な
わ
れ
た
調
査

で
出
上
し
た
木
簡
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
　

〇
Ｊ
九
二
十

一
八
次
調
査

調
査
地
は
堺
筋
と
道
修
町
通
り
の
交
差
点
の
東
南
角
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、

城
下
町
の
開
発
期
か
ら

一
八
世
紀
初
め
に
至
る
ま
で
の
町
屋
の
変
遷
が
確
認
さ

れ
た
。
木
衝
の
出
土
点
数
は
合
計
二
七
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
六
点
は
、
南

北
に
並
ぶ

一
七
世
紀
初
め
の
ゴ
ミ
穴
三
ヵ
所
か
ら
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構

か
ら
は
陶
磁
器
類
の
ほ
か
多
量
の
魚
の
骨
が
出
上
し
、
約
二
〇
尾
分
の
タ
イ
の

骨
が
ほ
と
ん
ど
解
体
さ
れ
な
い
状
態
で
見

つ
か

っ
て
い
る
。

ゴ
ミ
穴
が
埋
め
ら
れ
た
あ
と
、
上
層
に
は
敷
地
境
の
南
北
溝
が
作
ら
れ
た
。

木
簡
の
残
り

一
点
は
こ
の
溝
の
周
囲
の
整
地
層
か
ら
出
上
し
た
。　
一
七
世
紀
前

半
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
〇
Ｊ
九
二
十
二
四
次
調
査

調
査
地
は
御
堂
筋
と
堺
筋
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
船
場
の
北
部
に
あ
た

る
が
、
豊
臣
期
の
中
心
的
な
場
所
か
ら
は
、
や
や
離
れ
て
い
る
。
今
回
の
出
土

資
料
は
将
棋
の
陶

一
点
で
あ
る
。
大
坂
の
陣
後
の
江
戸
時
代
初
期
に
属
し
、

一

七
世
紀
中
頃
を
下
限
と
す
る
整
地
層
か
ら
多
量
の
陶
磁
器
類
と
と
も
に
出
上
し

て
い
る
。

三
一　
〇
Ｊ
九
二
十
三
三
次
調
査

調
査
地
は
瓦
町
通
り
を
堺
筋
か
ら
西

へ
入

っ
た
所
で
あ
る
。　
一
七
世
紀
初
め

か
ら

一
八
世
紀
初
め
の
間
、
こ
こ
は
間
口
一
間
半
か
ら
二
間
の
狭
い
敷
地
に
分

(大阪東北部)



1993年出上の木簡

か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
少
な
く
と
も
五
時
期
の
建
物
群
が
確
認
さ
れ
た
。

墨
書
の
あ
る
板
二
点
は

一
七
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
の
整
地
層
か
ら
出
上
し
た
も

の
で
、
出
上
位
置
は
ゴ
ミ
穴
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
屋
敷
地
の
奥
で
あ
る
。

こ
の
整
地
層
で
埋
め
ら
れ
た
段
階
の
屋
敷
地
で
は
、
雑
多
な
種
類
の
小
さ
な
銅

・
真
鍮
製
品
や
銅
板
の
切
り
居
、
何
か
を
蒸
焼
き
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
俵
形

土
製
品
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
用
途
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
　

〇
Ｊ
九
二
十

一
八
次
調
査

欠
損
等
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
、
内
容
不
明
の
も
の
が
多
い
た
め
、
こ
こ

で
は
墨
書
の
明
瞭
な
も
の
の
み
紹
介
す
る
。
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OJ92-18次調査出土木簡

国

ω
O」9218次出上の
矢羽根状文様の本製品

O」92-24次



ω
ｉ
③
は
い
ず
れ
も
上
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
荷
札
木
筒
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
も

「あ
ち
」

「む
ろ
」
な
ど
魚
名
の
読
み
取
れ
る
木
簡
が
数
点
含
ま

れ
て
お
り
、

近
辺
に
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
魚
市
場
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ

る
。
ω
は
用
途
未
詳
で
あ
る
が
、
形
状
か
ら
み
て
将
棋
な
ど
の
駒
、
あ
る
い
は

ま
じ
な
い
札
の
一
種
か
と
思
わ
れ
る
。
同
形
態
の
も
の
が
も
う

一
点
出
上
し
て

い
る
。
他
に
、　
一
端
を
削
っ
て
細
く
尖
ら
せ
、
矢
羽
根
状
の
文
様
を
施
し
た
用

途
未
詳
の
木
製
品
が
あ
る

（長
さ
一
五
七
硼
幅
三
ハ
硼
厚
さ
三
Ｄ
。　
矢
を
模
し
た

形
代
の
可
能
性
が
あ
る
。

一
一　
〇
Ｊ
九
二
十
二
四
次
調
査

ω

　

「
王
将
」

９
　
関
係
文
献

森
　
毅

。
豆
谷
浩
之

「船
場
商
人

の
屋
敷
跡
」
（け
大
阪
市
文
化
財
協
会

『
葦

火
』
四
二
　
一
九
九
二
年
）
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か
な
り
傷
み
が
激
し
く
墨
書
も
部
分
的
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

墨
痕
か
ら
み
て

「王
将
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〓
一　
〇
Ｊ
九
二
十
三
二
次
調
査

「
百
□
升
日
Ｈ
日
回

「
ｏ
五
大
力
□
ｘ

②
は
五
大
力

「菩
薩
」
な
ど
と
字
句
が
続
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
魔
除

け
の
た
め
の
札
で
、
上
端
の
孔
に
よ
っ
て
所
定
の
場
所
に
打
ち
付
け
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
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